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会 議 録 

 

１ 附属機関等の会議の名称 

  丹波篠山市立今田幼稚園・今田保育園在り方検討委員会 

 

２ 開催日時 

  令和６年２月５日（月）１９時００分から２０時００分まで 

 

３ 開催場所 

  今田まちづくりセンター 集会室 

 

４ 会議に出席した者の氏名 

  委 員 長 酒井隆明 

副委員長 丹後政俊、大前通代 

委    員 大西和夫、重里友紀、箕浦佑太、野々口竜己、酒井美世子 

オブザーバー 大上和則 

  事 務 局 丹波篠山市教育委員会事務局こども未来部長 稲山悟、こども未来部次長兼 

       保育教育課長 西嶋睦美、企画課長 竹見朋子、子育て企画課長補佐 山鳥 

有史、子育て企画係長 宇杉裕子、保育教育課長補佐 森田育樹、園管理係 

長 小林智彦、管財契約課営繕係長 田中健、市民生活部地域振興課長（今 

田地区振興担当）杉野和則、株式会社三弘建築事務所 菅沼隆、垣本・福島 

特別建設共同企業体 垣本大、拝野康規、 

       

５ 傍聴人の数 

  ０名 

 

６ 議題及び会議の公開・非公開の別 

  全て公開 

 

７ 非公開の理由 

  該当なし 

 

８ 会議資料の名称 

  第８回丹波篠山市立今田幼稚園・今田保育園在り方検討委員会資料 



  

2 

 

９ 会議次第 

（１）開会 

（２）委員長あいさつ 

（３）報告事項 

  ①こんだ認定こども園の建築工事の進捗状況について 

  ②こんだ認定こども園の開園日及び開園式について 

  ③今田保育園・今田幼稚園の跡地活用について 

  ④今後のスケジュールについて 

（４）その他 

（５）次回の開催日 

   日時 令和６年６月  日（ ）午    時   分～ 

   場所 今田まちづくりセンター 

   内容 こんだ認定こども園の完成報告と施設見学の実施について 

（６）閉会                             

 

10 協議の概要 

① こんだ認定こども園の建築工事の進捗状況について 

事務局から説明（資料１のとおり） 

② こんだ認定こども園の開園日及び開園式について 

事務局から説明（資料２のとおり） 

（委員長） 

 報告事項①、②について何か意見はあるか。 

（委員 A） 

 人感センサーはどのあたりに設置されるのか。 

（事務局） 

 トイレ付近に設置する予定である。 

（委員 B） 

 両園の保護者の方もこども園の開園に向けて色々と努力していただいている。役員の方々

には日頃から保護者会設立に向けて動いていただいていることをこの場での紹介させてい

ただく。 

 

③ 今田保育園・今田幼稚園の跡地利用について 

事務局から説明（資料３のとおり） 

（委員長） 

 跡地利用について何か意見等あるか。 
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（委員 B） 

 今田保育園の場所は、イエローゾーンになるが、閉園後に改修し利用するとなると規制が

かかるのか。 

（事務局） 

 建物の利用について特に規制はない。しばらくは建物として残るが、過去に不審者の侵入

があったため、施設警備は当面は残して安全に管理できるようにしたいと考えている。 

（委員 B） 

 跡地利用に関しては、名案が出るかもしれないので今田地区の方に聞く機会があればいい

と思う。 

（委員 A） 

 イエローゾーンに入っているため、跡地の利用方法については難しいのではないかと思う。

今田地区の方がどのように思われているか分からないが、ヘリポートとして利用することは

いい計画だと思う。早期にヘリポートとして利用できれば安心である。また、建物も防犯上

解体したほうが安心である。なお、国道との安全面については考えていただきたい。 

（委員長） 

 跡地利用については、別途検討させていただくこととする。 

 

④ 今後のスケジュールについて 

事務局から説明（資料４のとおり） 

（委員長） 

 今後のスケジュールを含め、全体的に何かあるか。 

（委員 C） 

 計画通り進んでおり安心している。現在、保護者会で役員等スムーズに移行できるよう調

整している。 

（委員 D） 

 ヘリポートの予定地として他にもあるのか。 

（事務局） 

 ヘリポートの場所として、現在借りているところを購入するということも１つの選択肢と

しているが、買取した場合の費用計算はまだできていない。 


